




要約:極小未熟児(AFD 児)とはいえ、ボトル授乳が確立される頃から急激に授乳量が増加

した。しかし、catch Up といえる体重増加ではなく、合併症ない場合、より早期からの

授乳量増加が早期退院を可能にすると思われる。


